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小笠原　陽　子
要約　臨地実習において看護学生がどのような困難を感じているのか文献調査をし、
実習指導の示唆を得ることを目的とした。学生が抱く困難として ①「知識に関連し
た要因」、②「対人的要因」に分類した。それぞれの困難を感じる内容として、① 看
護実践・記録・事前学習・カンファレンスの 4 項目で、② 患者との関係・指導者と
の関係・教員との関係・学生同士の関係であった。学生が困難と感じている内容を教
員は十分理解をして臨地実習の成果を高めていく関わりが求められた。一方この困難
と感じていることは、学生が教員に指導を求めていることが推察された。また臨地実
習において学生が困難と感じている要因は知識と対人関係にあることから、教員は学
習面と精神的サポートが重要であることが示唆された。
I.　は　じ　め　に
看護の知識を実践能力へと導いていくため
臨地実習は、看護教育授業として重要な位置
づけになっている。看護実践には援助的人間
関係能力及び知識を基盤とした専門職として
の役割や責務の学習があり、臨地実習の場で
大きく成長していくものと考える。
近年の少子高齢化社会や高度医療、また経
済のグローバル化の中で社会の看護職への期
待は一層高まっている。このような背景のも
と文部科学省は 2011 年「大学における看護
系人材育成の在り方検討会」において看護学
生の実践能力や卒業時到達目標を示した1）。
激動の社会の要請に応えるべく、質の高い看
護系教育への貢献が求められている。
看護実践を提供するためには幅広い知識・
技術・倫理観が求められる。臨地実習におい
て学生は直接患者と関わることで、実際の看
護について学び看護の考え方を深めていくこ
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とができる2）。看護問題解決のための看護行
為は、複雑で高度の思考と活動を要する。こ
のように体験を通して看護実践力の基礎を作
り、看護職としての基本的な姿勢を学ぶ場と
なるのである。
先行研究において、看護学生が臨地実習で
看護技術に関する不安や、記録・看護過程の
展開、人間関係への不安が強いことが報告さ
れている3）。学内演習とは違い、臨地実習で
は初めての患者への対応や看護援助の提供な
ど、学生が持つ知識技術・援助方法に困難を
感じることが考えられる。実習はグループ体
制で臨み、そのことによる人間関係や、異な
る実習施設による不安なども考えられる。実
習中の欠席や、記録の遅れ・実習意欲が感じ
られない学生がいる。学生のほとんどは青年
期であり、この時期は精神的にも不安定であ
ることを理解しておく必要がある13）。このよ
うに多岐、複雑な状況の中で学生の臨地実習
は行われている。
学生の臨地実習成果が高まるよう体験学習
を効果的に支援することが教員・指導者の責
務になる。看護学生は臨地実習においてどの
ような困難を抱えているのか文献から概観
し、今後の臨地実習指導の示唆を得ることが
できると考える。
II.　研　究　目　的
看護学生が臨地実習において困難と感じて
いることを文献から明らかにし、検討するこ
とで今後の臨地実習教育の示唆を得る。
III.　研　究　方　法
1.　文献研究
文献は医学中央雑誌 Web を用い、キーワー
ドは「看護学生」「臨地実習」「困難」で選出
した。一部これに「ストレス」を加え、1999
年から 2015 年までの原著論文 10 を対象とし
た。文献のタイトルと要約を参考にして選出
した。
2.　対象
10 文献を発行年、タイトル、掲載誌、研
究目的、臨地実習においての困難の内用を抽
出した。さらに 10 文献から「臨地実習にお
ける困難」と「ストレスに感じたと思われる
事象に関して内容が具体的にわかるものを筆
者が抽出し【看護実践】【記録】【事前学習】【カ
ンファレンス】【患者との関係】【指導者との
関係】【教員との関係】【学生同士との関係】
の 8 項目に分類した。8 項目を「知識に関連
した要因」と「対人的要因」の 2 つに大別し
抽出された内容を質的に分析した。
3.　用語の定義
本研究における困難とは、看護学生が臨地
実習において、難しい・苦労すると感じてい
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る事、及び精神的・肉体的に負担となってい る状況と捉えた。
IV.　結　　　　　果
1.　文献の概要（表1）
文献の研究方法は、質問紙によるものが 7
件、面接法 1 件、文献 1 件、生体情報 1 件で
あった。調査対象校は、看護系大学 7 件、短
期大学 2 件、専門学校 1 件であった。対象大
学生として、4 年次 1 件、3 年次 5 件、2 年
次 1 件、であり短期大学性は 3 年卒業後 1 年
と、2 年課程卒業直後を対象としていた。専
門学校生は 3 年生を対象としていた。実習履
修時期として「基礎」後が 2 件、「成人」後
3 件、「老年」後 1 件、短期大学は「急性期」
後 1 件、「成人・老年」後 1 件であった。
2.　臨地実習で学生が感じる困難（表2）
困難の内訳は、内容別に 34 項目を抽出し
これを 2 つのカテゴリー「知識に関連した要
因」と「対人的要因」に分け、さらに 8 つの
サブカテゴリーに分類した。
1）　「知識に関連した要因」によると思わ
れた臨地実習で学生が感じる困難を【看護実
践】【記録】【事前学習】【カンファレンス】
の 4 つのサブカテゴリーに分類した。
【看護実践】においては、日々変化してい
く患者の状況に適切な援助ができないという
困難を抱えていた。また、援助が安全に実施
できるのかという不安もみられた。生体情報
の測定を用いた文献では、未知の体験である
援助前や実習初期が学生の緊張を高めていた
（文献 8）。
【記録】においては時間がかかる、看護計
画立案や評価、また日々の行動計画が抽出さ
れた。記録にかかる時間に関して強い不安を
持つ学生が 99.4% との結果が示されていた
（文献 10）。実習中一番目に困難と感じたこ
とは記録で、書き方が分からないや書く力が
ないという困難感があった（文献 1）。また、
学内演習での技術や限られた時間での知識で
日々の行動計画を立てて実習に臨まなければ
ならない項目も抽出されていた（文献 5）。
看護過程の展開に関して、情報を整理してア
セスメントすることが難しいという内容が記
録を困難にしていた（文献 5, 7）。
【事前学習】においては、病態や治療に関
する知識不足があり、患者に必要とされる援
助ができないという困難が抽出された。知識
不足があり疾患を理解することが難しいと感
じていた（文献 1）。一方臨地実習における
看護学生のストレス度の調査において看護能
力に関する項目の分析で、知識・技術におい
てストレス度が高かった（文献 3）。またス
トレスと疲労自覚調査によると、臨地実習に
おいて「病気や治療の知識がなく困った」に
おいて意欲低下・だるさの自覚症状について
有意差が認められていた（文献 6）。
【カンファレンス】において活発に意見を
話せるのかや、緊張をすることから困難を抱
いていることが抽出された。カンファレンス
の存在自体が困難（文献 7）、臨地実習にお
いてグループで看護問題に取り組み、問題解
決能力の成長の機会にもなるカンファレンス
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に困難を感じていたことが抽出された。また
カンファレンスの準備や発表をすることもス
トレス因子となっていた（文献 5）。生体情
報の生理的変化としてもカンファレンス場面
において緊張・不安状態が示されていた（文
献 8）。
2）　「対人的要因」によると思われる臨地
実習で学生が感じる困難として【患者との関
係】【指導者との関係】【教員との関係】【学
生同士の関係】の 4 つに分類した。
【患者との関係】においては、患者とコミュ
ミケーションがとれ、向き合うことが出来る
表2　臨地実習で学生が感じる困難
分類 内容（文献番号） 件数
知
識
に
関
連
し
た
要
因
看護実践 患者の状況に合った援助ができない（1）
想定していたように効率的に出来ない（2）
状況の変化に対応することができない（3）（10）
日常生活のケアや患者教育、痛みのある患者、心理的苦痛を抱えた患者の看
護（4）（10）
患者の状況に合わせて安全、安楽に看護を提供すること（7）
援助や処置でミスをしないかとの恐怖（6）
未知の体験への緊張、不安（8）
9
記録 書く力がなく苦手、時間がかかる（1）（6）（9）
看護過程の展開（2）（5）（7）（10）
日々の行動計画（5）
8
事前学習 たくさんの課題と記録との両立（1）（7）
知識、技術等看護能力不足により患者情報収集が適切にできない（3）
患者が必要とする援助ができない（3）
病態や治療に関する知識不足（5）（6）（9）
7
カンファレンス 活溌に意見を出せない（2）（7）（8）
準備や発表（5） 4
対
　
人
　
的
　
要
　
因
患者との関係 患者とコミュニケーションがとれ向き合うことができるのか（2）（5）（7）（8）
患者や家族から信頼されていないと感じる（3）
患者や家族の状況の受け止め方（4）（7）（9）
患者の拒否的態度にどのようにしていけばいいのか（4）
未告知患者との接し方（7）
患者に無理な要求をされる（9）
11
指導者との関係 指導内容の違いに戸惑う（2）（7）
看護師が忙しそうで声をかけていいのか（2）（9）
質問に答えられない（3）（6）
適切な指導や助言が得られない（3）（5）（4）
看護師が忙しそうで報告ができない（5）（6）（8）（9）
学生に対し看護師の言葉や態度が冷たいと感じる（7）
指導者に怒られた、欠点を指摘された（4）（6）
14
教員との関係 報告や指導に関する事（5）
必要な時に質問や相談ができなかった（3）（10）
質問に答えられなかった（3）（6）
適切な助言や指導を得られなかった（3）
6
学生同士の関係 グループ内で情報交換がうまくできない（3）（5） 2
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のか困難を感じていた。傾聴・共感が重要と
分かっていても出来なかった（文献 2）。ス
トレス要因としても「患者に無理な要求をさ
れる」「家族の感情的欲求」が学生の睡眠に
有意差を生じていた（文献 9）。意識障害患
者は反応がなくコミュニケーションがとれな
いことや、未告知患者の接し方がわからない
が抽出された（文献 7）。
【指導者との関係】では、指導者によりア
ドバイスの違いに戸惑うことや、看護師が忙
しそうで声をかけにくいことが抽出された。
また、学生の投げかけにアドバイスがないこ
とや、欠点を指摘されるがあった（文献 4）。
一方、指導者の質問にうまく答えられないこ
とへのストレス度が高かった（文献 3）。学
生に対し看護師の言葉や態度が冷たいと感じ
ていた（文献 7）。10 文献中 8 文献において
指導者との関係に「困難」がみられた。
【教員との関係】において、適切な助言や
指導を得られないと感じていた。また必要時
に教員に質問できないことや、教員の質問に
答えられないことがストレスになっていた
（文献 3）。ストレス因子構造の調査において
も、教員への報告・サポート不足が抽出され
ていた（文献 5）。
【学生同士の関係】実習グループメンバー
との協働や、情報交換がうまくできないが抽
出された。また、病棟の電子カルテを閲覧で
きるパソコンの共同利用に関する内容もあっ
た（文献 5）。
V.　考　　　　　察
臨地実習において、看護学生は「知識に関
連した要因」と「対人的要因」に困難を感じ
ていることが明らかになった。患者が持つ複
雑な看護問題の解決法を、臨地実習である体
験学習から学んでいくことに、看護学生は緊
張と不安を持ち臨んでいることが推察され
た。
1.　「知識に関連した要因」として【看護
実践】【記録】【事前学習】【カンファレンス】
の 4 項目であった。
【看護実践】の能力を確実に習得していく
ため、臨地実習は重要な看護教育である。看
護の初心者である学生が困難と感じている看
護実践は、状況に応じた行動ができないため
当然のプロセスと考える。患者は日々、心身
ともに変化をしていく。この変化は臨床で学
習できる貴重な体験であり対象の理解に繋が
ることである。学生が困難と感じている事で
も「変化する対象を理解できた」との学びに
変えるような関わりが必要であると考える。
看護援助前の困難感については、実習前の学
生の脅威が実習後は有意に軽減したとの報告
があり、教員は看護実践を導くとともに実習
前演習の充実が必要である3）。
【記録】は、看護実践の一連の過程を示す
もので、基礎的・専門的理解やアセスメント
力など広い知識を必要とする。記録は実習中
の看護実践の軌跡を示し、学生の思考と行為
を明らかにするものであると定義されてい 
る4）。日々の記録や看護過程の展開を通して
学生の思考の結果を表現することになり、学
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生にとって多くの労力を使うことになる。記
録に時間がかかることや、書く力がないとし
た事項は、学生の思考の基礎となる専門的知
識が影響していることが考えられた。更に学
生は情報収集をしても、情報の整理やアセス
メント力がなく記録を困難と捉えていること
が考えられる。看護学実習指導者において学
生への指導で困難を感じている調査で酒井 5）
は、看護過程や実習記録の指導に関すること
が全体の 57.9% と高い結果を示していた。臨
地実習の教員による記録の指導は学生の主体
的・能動的学習活動を支援するための教授活
動であり、学生の学習活動の促進になってい
る6）。学生が実習記録を困難と思う感情から、
意欲へ繋がるような指導が求められるが、看
護過程展開は教員の支援が必要であることを
示している6）。
【事前学習】において病態や治療に関する
知識不足は患者情報を適切に整理できない
等、アセスメント力が影響し記録に関連した
困難であると推察される。事前学習の取り組
みによる学生の不安は、自分の知識・技術に
ついてであった7）。このことから、学生の自
己学習と合わせて指導内容や学内演習を充実
させることが求められる。
【カンファレンス】はグループダイナミッ
クスを育み、問題解決能力を養い臨地実習に
おいて重要な学習である。活発な意見発表が
できないことや、準備に困難を感じていた。
カンファレンスは学生が主体的に取り組むこ
とが多く、学生にとってストレスフルな体験
であることを知った関わりが必要とも言われ
る8）。学生の知識不足が発言力に影響してい
ることも推察される。カンファレンスの運営
の指導をし、臨床指導者とも調整・合意を持
ち関わっていくことが大事である。また、社
会人基礎力16）を伸ばし育てることにも繋が
り、カンファレンスをグループダイナミック
スの育成とも捉え、自信を持たせられる関わ
りが必要とも考える。
これらの困難を学生は持っていることを理
解して、達成感に変えられるような指導が求
められる。看護過程を中心とした専門性の高
い「困難」に対し、論理的な思考を育むこと
も必要ではないかと考えた。
2.　「対人的要因」では【患者との関係】【指
導者との関係】【教員との関係】【学生同士の
関係】が抽出された。
【患者との関係】においては、コミュニケー
ションが取れるのかに関して困難を感じてい
た。コミュニケーションは患者のニーズを把
握し、信頼関係を築くという看護を提供する
上でスタートとなる。実習の初期において学
生は不安や緊張が高い中にあるため、患者の
言葉や表情から、患者の気持ちを読み取るこ
との難しさが考えられる3）。患者の個別性を
尊重した関わりは重要である。しかし学生自
身も患者に対してのメッセージなど言語的・
非言語的コミュニケーションで発信してお
り、相互に自分の気持ちや考えが伝わること
になる。阿部9）は、看護学生は患者とのコミュ
ニケーションの自己効力感に正の相関が示さ
れたとの報告がある。また患者と看護学生の
関係は実習の進展に伴って、その距離が縮ま
ることが考えられている10）。そのためには、
小さな成功体験を認識させるような助言やコ
ミュニケーション体験を多く持てるようにす
ること、また学生と患者との関係構築を見守
りサポートしていくことが教員の関わりとし
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て重要で、それが患者理解に繋がると考える。
【指導者との関係】では「忙しそう」「指導
が得られない」などが抽出された。実習指導
者は患者の看護について具体的に指導し、カ
ンファレンスや記録を通して助言・評価をし
てくれる。病棟は 7 : 1 看護体制による在院
日数短縮や安全管理など業務が多忙である。
看護学生の指導は看護師の定数配置になって
おらず、受け持ち患者を持ちながら学生指導
を兼務している現実が多く、学生にマイナス
のイメージの影響を与えているとも考えられ
る。一方高塚12）は臨床指導者のモデルの視
点から、看護師としての経験のみならず臨床
指導者としての経験の必要性を述べている。
実習指導者自身も指導力の過小評価や学生・
教員との人間関係に困難があるとの報告もあ
る11）。更に実習指導者は、看護学生がストレ
スの高い実習環境の中で看護過程を展開して
いることを認識する必要性が指摘されている
14）。学生の学習状況および実習到達度の共有
や指導体制について双方の理解が重要と考え
る。また「冷たい・怒られた」などの感情的
な気持ちを抱くことは、実習への戸惑いや不
安の増強になりかねない。学生の状況を見守
り精神的サポートが必要と考える。
【教員との関係】において、指導や助言に
ついての項目が多かった。学生は身近な教員
に対して安心感を持ち、知識面において困難
感を持っていることからも指導を求めている
ことが推察される。学生は、教員に看護過程
展開に必要な知識や判断力を求めていた15）。
教員は学生に対して、論理的な学習への支援
をする必要性が示唆された。
【学生同士の関係】実習グループは共に過
ごす時間が長く、ストレスの多い状況にある
のではないかと考える。グループ内で情報交
換がうまくできないという状況は、学習に影
響されることも考えられる。グループダイナ
ミックスを発揮できるよう教員はグループの
状況を把握し、学生が安定して実習が継続で
きるよう関わりが必要と考える。
良好な人間関係は、生産性を高めると言わ
れる。教員はそれぞれの立場を理解し調整を
しながら、学生の困難感を軽減できるよう精
神的な関わりが必要と考える。
VI.　お　わ　り　に
1.　臨地実習において看護学生が困難と感
じていることについて、国内の 10 文献を検
討した。困難と感じている内容を 2 つに大別
した。①「知識に関連した要因」として【看
護実践】【記録】【事前学習】【カンファレンス】
であり、②「対人的要因」では【患者との関
係】【指導者との関係】【教員との関係】【学
生との関係】であった。
2.　教員は、学生が抱いている困難と感じ
ている内容を充分理解して臨地実習の指導を
行い、実習成果を高めていくことが必要であ
る。困難と感じている項目は、学生が教員の
指導・助言を求めており学習面と精神的サ
ポートの両方の支援が必要であることが示唆
された。
3.　実習前準備・学内演習に「知識に関連
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した要因」を十分取り入れた指導が必要と考
える。
4.　学生が困難と感じていた「指導者との
関係」については施設の状況把握や指導者と
の調整が必要である。
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